
平成23年4月期 第3四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成23年3月14日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 飯田産業 上場取引所 東 

コード番号 8880 URL http://www.iidasangyo.co.jp
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 兼井 雅史

問合せ先責任者 （役職名）
取締役執行役員一般管理本部長   
兼財務部長

（氏名） 石丸 郁子 TEL 0422-36-8848

四半期報告書提出予定日 平成23年3月14日

配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年4月期第3四半期の連結業績（平成22年5月1日～平成23年1月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年4月期第3四半期 83,428 9.7 9,648 33.8 9,235 33.8 5,931 45.3
22年4月期第3四半期 76,041 11.7 7,213 654.9 6,900 2,446.7 4,082 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年4月期第3四半期 99.72 ―

22年4月期第3四半期 134.82 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年4月期第3四半期 108,611 44,645 40.8 745.80
22年4月期 95,099 41,191 43.1 1,377.84

（参考） 自己資本   23年4月期第3四半期  44,359百万円 22年4月期  40,976百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年4月期 ― 15.00 ― 20.00 35.00
23年4月期 ― 13.00 ―

23年4月期 
（予想）

13.00 26.00

3.  平成23年4月期の連結業績予想（平成22年5月1日～平成23年4月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 134,600 17.9 15,000 38.0 14,300 37.9 8,000 34.5 134.50



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信【添付資料】2ページ「(3)連結業績予想に関す
る定性的情報」をご覧ください。 
 平成22年5月1日付けで普通株式1株につき普通株式2株の割合で株式分割を行っております。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】3ページ「2.その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年4月期3Q 60,000,000株 22年4月期  30,000,000株

② 期末自己株式数 23年4月期3Q  520,367株 22年4月期  260,160株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年4月期3Q 59,479,648株 22年4月期3Q  30,283,318株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間におけるわが国の経済は、中国などの新興国とアメリカの経済成長に支えられて世界

経済の回復ペースが高まる中で、完全失業者数は８か月連続の減少（平成23年3月1日総務省統計局発表「労働力調

査平成23年1月分（速報）」）と雇用の回復も徐々に進みましたが、煙草の値上げや、エコカー補助金の終了など

によって、個人消費が落ち込み、また円高などによって輸出も低迷しました。この結果、実質ＧＤＰ成長率は平成

21年10～12月期以降４四半期連続でプラス成長を続けてきましたが、平成22年10～12月期はマイナス成長となりま

した。（平成23年3月10日内閣府発表「2010（平成22）年10～12月期四半期別ＧＤＰ速報（2次速報値）」） 

 日本経済は、依然として緩やかなデフレ状況にあり、所得環境や雇用情勢は厳しい状況が続いており、国際的に

は欧州の国家財政問題・金融不安、食料やエネルギーなど商品市況の高騰懸念、中国のインフレ懸念からの金融引

締めへの動きの強化や不動産投資規制の強化等の国際経済への影響が懸念される状況下で、日本国債の格下げや、

円高の継続により景気の減速懸念が続いており、政府によって新成長戦略や経済対策等が打ち出されているもの

の、日本経済は先行きが不透明な状況が続いております。 

 このような国内外の経済環境の下、不動産・住宅建設業界においては、新設住宅着工戸数や中古マンション・戸

建の仲介取引件数は回復の兆しがみえてきているものの、全体としては依然として厳しい状況にありました。 

 当社が位置する戸建分譲住宅業界においては、住宅ローン減税、贈与税非課税枠拡充、フラット３５Ｓ金利の大

幅引下げ、さらに住宅版エコポイント制度の対象拡充や制度延長などの政府による住宅に関連する景気刺激策など

の後押しによって、新設住宅着工戸数（分譲一戸建）は平成22年１月から前年を上回るようになり、新設住宅の牽

引役として、実績を挙げてきました。 

 このような環境下、当社は、引き続き用地仕入の厳選、建設単価の抑制および早期販売の徹底などを行うととも

に、販売費及び一般管理費の節減にも努めてまいりました。 

 戸建分譲住宅については、当第３四半期連結会計期間における売上棟数は、 棟（同累計期間 棟）とな

り、売上高は 百万円（同累計期間 百万円、前年同四半期比 ％増）となりました。 

 なお、マンション分譲においては、当第３四半期連結会計期間における引渡対象物件はありませんでした。 

 この結果、当第３四半期連結会計期間の売上高は 百万円、営業利益 百万円、経常利益は 百万

円、四半期純利益は 百万円となりました。 

 なお、前年同四半期との比較では、売上高は ％減収、営業利益は ％、経常利益は ％と各々減益とな

り、四半期純利益においては ％増益となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて 百万円増加し、 百万

円となりました。これは主に投資有価証券 百万円減少したものの、仕掛販売用不動産が 百万円、未成工

事支出金が 百万円、現金及び預金が 百万円、販売用不動産が 百万円、営業貸付金及び営業未収金

が 百万円と各々増加したことによるものであります。 

 負債は、前連結会計年度末に比べて 百万円増加し、 百万円となりました。これは主に未払法人税等

が 百万円減少したものの、短期借入金が 百万円増加したことによるものであります。 

 純資産は、前連結会計年度末に比べて 百万円増加し、 百万円となりました。これは主にその他有価

証券評価差額金が 百万円減少したものの、利益剰余金が 百万円増加したことによるものであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 第３四半期連結会計期間の業績予想通り推移しており、平成22年11月26日に公表いたしました業績予想に変更は

ありません。 

 なお、当社の四半期毎の業績の推移は、過去の実績によれば、上半期と下半期を比較すると、上半期において

は、契約数・売上高が少なくなり、下半期においては契約数・売上高が上半期に比べて大きくなる季節変動傾向が

あります。上半期の契約数・売上高の通期の過去の実績に占める割合は、約40％台となっております。また、四半

期毎に比較すると、第４四半期においては契約数・売上高が他の四半期に比べて大きくなる季節変動傾向がありま

す。 

 なお、第４四半期の契約数・売上高の通期の過去の実績に占める割合は約30％台となっておりますが、予期しな

い経済環境の変化などの様々な外部要因により変動する可能性があります。 

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報

712 2,487

21,798 76,923 6.4

23,250 2,333 2,206

1,747

0.2 1.2 4.0

25.3

13,512 108,611

1,921 9,522

1,966 1,331 1,217

1,067

10,058 63,966

3,675 14,396

3,453 44,645

1,180 4,563
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 第１四半期連結会計期間より、ホームトレードセンター株式会社を新たに設立したため、連結の範囲に含めてお

ります。また、株式会社イーストウッドカントリー倶楽部はパラダイスリゾート株式会社に吸収合併されておりま

す。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

 連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法により、四半期連結会計期間又は期首からの累計期間の

減価償却費として算定しております。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

１.会計処理基準に関する事項の変更 

（資産除去債務に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益は 千円、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は

千円それぞれ減少しております。 

  

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

 第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及び

「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号平成20年12月26

日）を適用しております。 

  

２.表示方法の変更 

（四半期連結損益計算書） 

 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。 

  

２．その他の情報

1,128

8,726
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 25,030,749 23,699,462

売掛金 6,555 10,457

営業貸付金及び営業未収金 8,367,828 7,300,758

販売用不動産 9,630,138 8,412,226

仕掛販売用不動産 38,787,337 29,264,983

未成工事支出金 3,821,080 1,854,454

貯蔵品 60,539 72,979

その他 1,569,336 1,521,438

貸倒引当金 △12,793 △11,459

流動資産合計 87,260,772 72,125,300

固定資産   

有形固定資産 15,317,935 15,056,886

無形固定資産 149,476 166,984

投資その他の資産 5,883,606 7,750,187

固定資産合計 21,351,018 22,974,059

資産合計 108,611,790 95,099,360
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年１月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年４月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形、買掛金及び営業未払金 10,628,607 10,318,071

短期借入金 41,638,175 27,242,027

1年内償還予定の社債 300,000 300,000

未払法人税等 877,091 4,553,001

役員賞与引当金 87,318 135,298

賞与引当金 158,448 －

その他 1,927,989 2,131,395

流動負債合計 55,617,630 44,679,793

固定負債   

社債 1,200,000 1,350,000

長期借入金 4,556,243 4,523,836

退職給付引当金 438,460 414,110

訴訟損失引当金 46,000 46,000

保証工事引当金 67,000 57,000

その他 2,041,299 2,837,453

固定負債合計 8,349,002 9,228,400

負債合計 63,966,633 53,908,193

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,130,500 1,130,500

資本剰余金 872,668 872,668

利益剰余金 39,933,256 35,369,702

自己株式 △296,501 △296,467

株主資本合計 41,639,923 37,076,403

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 2,719,743 3,900,326

評価・換算差額等合計 2,719,743 3,900,326

少数株主持分 285,490 214,436

純資産合計 44,645,157 41,191,166

負債純資産合計 108,611,790 95,099,360
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年５月１日 
 至 平成22年１月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年５月１日 
 至 平成23年１月31日) 

売上高 76,041,056 83,428,941

売上原価 62,222,849 66,430,551

売上総利益 13,818,206 16,998,389

販売費及び一般管理費 6,604,513 7,349,493

営業利益 7,213,693 9,648,896

営業外収益   

受取利息 3,083 2,157

受取配当金 113,964 146,934

その他 23,978 41,519

営業外収益合計 141,025 190,612

営業外費用   

支払利息 339,259 501,270

その他 114,546 102,791

営業外費用合計 453,805 604,061

経常利益 6,900,913 9,235,446

特別利益   

自己新株予約権消却益 31,249 －

投資有価証券売却益 － 553,884

特別利益合計 31,249 553,884

特別損失   

減損損失 68,666 －

特別損失合計 68,666 －

税金等調整前四半期純利益 6,863,496 9,789,330

法人税、住民税及び事業税 2,920,070 3,313,899

法人税等調整額 △148,275 472,792

法人税等合計 2,771,794 3,786,692

少数株主損益調整前四半期純利益 4,091,701 6,002,638

少数株主利益 9,033 71,053

四半期純利益 4,082,668 5,931,585
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当第３四半期連結累計期間（自 平成22年５月１日 至 平成23年１月31日） 

 該当事項はありません。 

  

【事業の種類別セグメント情報】 

 前第３四半期連結会計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年１月31日） 

 不動産事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占め

る割合が90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年５月１日 至 平成22年１月31日） 

 不動産事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計額に占め

る割合が90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。 

  

【所在地別セグメント情報】 

 前第３四半期連結会計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年１月31日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年５月１日 至 平成22年１月31日） 

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

【海外売上高】 

 前第３四半期連結会計期間（自 平成21年11月１日 至 平成22年１月31日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。  

  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年５月１日 至 平成22年１月31日） 

 海外売上高がないため、該当事項はありません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報
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【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要  

当社グループの報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役

会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。 

 当社グループは主に戸建分譲住宅事業、分譲マンション事業、その他に不動産賃貸事業、江の島事業、金

融事業等を展開しております。戸建分譲住宅事業の占める売上高等の割合は90％超と大部分を占めるため、

「戸建分譲住宅事業」のみを報告セグメントとしております。 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

 当第３四半期連結累計期間（自 平成22年５月１日 至 平成23年１月31日） 

  

 当第３四半期連結会計期間（自 平成22年11月１日 至 平成23年１月31日） 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、分譲マンション事 

     業、不動産賃貸事業、江の島事業、金融事業等の事業活動を含んでおります。  

   ２．セグメント利益は、営業利益を記載しております。 

   

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。 

  

（追加情報）  

 第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号

平成20年３月21日）を適用しております。 

  

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年５月１日 至 平成23年１月31日） 

 該当事項はありません。 

  

  
  

報告セグメント
その他  
（千円）
(注)１ 

合 計  
（千円） 

調整額  
（千円） 

四半期連結損益
計算書計上額  
（千円） 

 

戸建分譲住宅
事業（千円） 

  

 売上高 

  外部顧客への売上高  78,858,417 4,570,523 83,428,941 － 83,428,941

    計 78,858,417 4,570,523 83,428,941 － 83,428,941

  セグメント利益 9,038,076 610,819 9,648,896 － 9,648,896

  
  

報告セグメント
その他  
（千円）
(注)１ 

合 計  
（千円） 

調整額  
（千円） 

四半期連結損益
計算書計上額  
（千円） 

 

戸建分譲住宅
事業（千円） 

  

 売上高 

  外部顧客への売上高  22,208,727 1,041,283 23,250,010 － 23,250,010

    計 22,208,727 1,041,283 23,250,010 － 23,250,010

  セグメント利益 2,049,893 283,249 2,333,143 － 2,333,143

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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販売の状況 

戸建分譲住宅 

 （注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。 

４．補足情報

区 分 売上棟数 売上高（千円） 

  首都圏   1,976   64,837,040

  その他    511   12,086,135

合計   2,487   76,923,176
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